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  （百万円未満切捨て）

１．2019年12月期第２四半期の連結業績（2019年１月１日～2019年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年12月期第２四半期 31,821 3.3 2,506 4.9 2,733 5.2 1,685 △15.6 

2018年12月期第２四半期 30,803 6.7 2,390 14.0 2,598 22.9 1,998 56.3 
 
（注）包括利益 2019年12月期第２四半期 1,066 百万円 （140.0％）   2018年12月期第２四半期 444 百万円 （△84.2％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年12月期第２四半期 33.83 － 

2018年12月期第２四半期 40.11 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年12月期第２四半期 89,096 56,752 63.7 

2018年12月期 87,701 56,333 64.2 
 
（参考）自己資本 2019年12月期第２四半期 56,752 百万円   2018年12月期 56,333 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年12月期 － 13.00 － 13.00 26.00 

2019年12月期 － 14.00      

2019年12月期（予想）     － 14.00 28.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年12月期の連結業績予想（2019年１月１日～2019年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 68,500 5.7 6,100 14.0 6,200 10.7 4,300 37.4 86.29 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料９ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期２Ｑ 53,790,632 株 2018年12月期 53,790,632 株 

②  期末自己株式数 2019年12月期２Ｑ 3,959,477 株 2018年12月期 3,961,539 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期２Ｑ 49,829,936 株 2018年12月期２Ｑ 49,827,974 株 

（注）期末自己株式数には、「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式（2019年12月期２Ｑ 94,447株、2018年12月期 96,509

株）が含まれております。また、「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式を、期中平均株式数（四半期累計）の計算にお

いて控除する自己株式に含めております（2019年12月期２Ｑ 95,666株、2018年12月期２Ｑ 97,681株）。 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士または監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2019年１月１日～2019年６月30日）におけるわが国経済は、輸出や生産に弱さが

みられるものの、企業収益は高い水準で底堅く推移するなど、緩やかな回復基調で推移しました。 

当社グループの主な需要先であります建設業界におきましては、当第２四半期連結累計期間の着工床面積が前

年同期の数値を下回ったことに加え、鉄骨造向けの一部資材が不足したことによる工事の遅延が生じるなど厳しい

環境となりました。 

このような経営環境のなか、当社グループは、中期３ヵ年経営計画「NEXT100～Exciting Future～」の主な施

策のもと新設した総合実験センターや米国における物流倉庫を有効活用し、新製品の開発や商品ラインアップの拡

充による市場シェアの拡大等に取り組んでおります。 

 これらの事業環境や取組みの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は318億２千１百万円（前年同期

比3.3％増）、営業利益は25億６百万円（前年同期比4.9％増）、経常利益は27億３千３百万円（前年同期比5.2％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億８千５百万円（前年同期比15.6％減）となりました。 

 

セグメント別の業績はつぎのとおりであります。

① 建設関連製品事業 

国内においては、鉄骨造向けの一部資材が不足したことによる工事の遅延等によりベースパックの販売が

低調に推移したものの、省力化に貢献する鉄筋継手等の構造機材製品や災害復興工事等に使用されるロックボ

ルト等の土木製品の販売が堅調に推移しました。米国においては、連結子会社のOCM, Inc.が物流倉庫の活用

による商品供給力の向上等により市場シェアを拡大しました。これらの結果、売上高は262億４千５百万円

（前年同期比3.8％増）となりました。 

また、利益面においては、物流等のコストアップに対応する施策に取り組んだ結果、営業利益は24億４百

万円（前年同期比14.3％増）となりました。 

 

② 自動車関連製品事業

バッテリー端子製品は、米国工場における環境問題(本件の詳細は2019年３月４日付の適時開示資料「海外

子会社における生産設備の操業再開について（経過開示）」をご覧ください)への対策に伴い稼働率が低下し

たことなどにより、販売が低調に推移した結果、売上高は45億４千４百万円（前年同期比11.3％減）となり、

営業利益は８千１百万円（前年同期比76.9％減）となりました。

 

③ その他の事業

2019年１月31日に全株式を取得し子会社とした㈱河原の業績を2019年４月１日から計上したことなどによ

り、売上高は10億３千１百万円（前年同期比156.6％増）となり、営業利益は２千万円（前年同期は６千７百

万円の営業損失）となりました。
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(参考)連結事業別・製品別売上高  

(単位：百万円未満切捨表示)

 

前第２四半期連結累計期間
自 2018年１月１日
至 2018年６月30日

当第２四半期連結累計期間
自 2019年１月１日
至 2019年６月30日

増減率

金額 構成比 金額 構成比

建設関連

製品事業

    ％   ％ ％

仮設・型枠製品 3,537 11.5 3,580 11.3 1.2 

土木製品 2,684 8.7 3,030 9.5 12.9 

構造機材製品 10,051 32.6 10,196 32.0 1.4 

建材商品（国内) 6,408 20.8 6,420 20.2 0.2 

国内計 22,682 73.6 23,227 73.0 2.4 

建材商品（海外） 2,598 8.5 3,017 9.5 16.1 

海外計 2,598 8.5 3,017 9.5 16.1 

当事業計 25,280 82.1 26,245 82.5 3.8 

自動車関連製品事業 5,121 16.6 4,544 14.3 △11.3 

その他の事業（注） 402 1.3 1,031 3.2 156.6 

合 計 30,803 100.0 31,821 100.0 3.3 

（注） その他の事業は、当社のコア事業である建設関連製品事業および自動車関連製品事業に属さない多角化事業

であり、海洋資材製品の製造販売および米国における釣り用錘製品の製造販売等の各業務を行っております。

 また、2019年４月１日より産業機械製品の製造、販売等を営む㈱河原の業績を計上しております。

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 自動車関連製品事業の業績は環境問題の影響等により低迷しましたが、建設関連製品事業の業績が堅調に推移し

た結果、当第２四半期連結累計期間における当社の業績は2019年２月14日に発表いたしました業績予想に対し、概

ね順調に進捗しております。よって、2019年12月期の通期の連結業績予想につきましては、従来の業績予想の数値

に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 23,762 20,823 

受取手形及び売掛金 22,633 21,730 

商品及び製品 6,766 7,827 

仕掛品 1,103 1,627 

原材料及び貯蔵品 1,761 2,157 

その他 1,724 1,574 

貸倒引当金 △24 △24 

流動資産合計 57,727 55,716 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,231 10,950 

機械装置及び運搬具（純額） 4,201 4,041 

土地 3,854 4,262 

その他（純額） 1,981 2,459 

有形固定資産合計 21,268 21,713 

無形固定資産    

のれん 189 2,690 

その他 230 199 

無形固定資産合計 420 2,889 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,487 6,701 

その他 1,883 2,161 

貸倒引当金 △100 △99 

投資その他の資産合計 8,269 8,763 

固定資産合計 29,958 33,366 

繰延資産    

社債発行費 15 13 

繰延資産合計 15 13 

資産合計 87,701 89,096 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,781 5,261 

電子記録債務 9,505 8,856 

短期借入金 1,683 7,735 

未払法人税等 1,076 915 

賞与引当金 － 48 

その他 2,991 2,844 

流動負債合計 20,038 25,662 

固定負債    

社債 1,000 1,000 

長期借入金 7,060 2,401 

株式給付引当金 49 62 

退職給付に係る負債 1,828 1,841 

資産除去債務 40 41 

その他 1,350 1,335 

固定負債合計 11,329 6,681 

負債合計 31,367 32,343 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,911 6,911 

資本剰余金 6,062 6,062 

利益剰余金 43,563 44,600 

自己株式 △2,715 △2,713 

株主資本合計 53,822 54,861 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,716 1,454 

為替換算調整勘定 816 460 

退職給付に係る調整累計額 △22 △23 

その他の包括利益累計額合計 2,510 1,890 

純資産合計 56,333 56,752 

負債純資産合計 87,701 89,096 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

売上高 30,803 31,821 

売上原価 22,234 22,914 

売上総利益 8,569 8,907 

販売費及び一般管理費 6,179 6,400 

営業利益 2,390 2,506 

営業外収益    

受取利息 26 15 

受取配当金 61 74 

為替差益 97 － 

その他 93 209 

営業外収益合計 278 299 

営業外費用    

支払利息 23 31 

シンジケートローン手数料 17 17 

その他 28 23 

営業外費用合計 70 72 

経常利益 2,598 2,733 

特別利益    

固定資産売却益 100 2 

その他 469 0 

特別利益合計 570 2 

特別損失    

固定資産処分損 23 17 

工場閉鎖損失 348 64 

環境対策費 － 51 

その他 20 14 

特別損失合計 393 148 

税金等調整前四半期純利益 2,775 2,587 

法人税、住民税及び事業税 854 904 

法人税等調整額 △76 △2 

法人税等合計 777 902 

四半期純利益 1,998 1,685 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,998 1,685 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

四半期純利益 1,998 1,685 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △849 △262 

為替換算調整勘定 △712 △356 

退職給付に係る調整額 8 △0 

その他の包括利益合計 △1,554 △619 

四半期包括利益 444 1,066 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 444 1,066 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,775 2,587 

減価償却費 811 828 

賞与引当金の増減額（△は減少） 27 6 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26 14 

工場閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 348 － 

受取利息及び受取配当金 △87 △89 

支払利息 23 31 

固定資産売却損益（△は益） △100 △2 

売上債権の増減額（△は増加） 452 1,512 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 331 △58 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,563 △1,722 

仕入債務の増減額（△は減少） 602 96 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △13 △602 

未払消費税等の増減額（△は減少） 90 45 

その他 △471 139 

小計 3,253 2,784 

法人税等の支払額 △2,010 △1,019 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,243 1,765 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 1,181 － 

有形固定資産の取得による支出 △2,817 △880 

有形固定資産の売却による収入 151 272 

無形固定資産の取得による支出 △22 △36 

投資有価証券の取得による支出 － △490 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △2,821 

保険積立金の積立による支出 △57 △56 

長期預け金の回収による収入 3,110 － 

利息及び配当金の受取額 96 87 

その他 1,779 △18 

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,422 △3,942 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 2,587 3,127 

短期借入金の返済による支出 △2,158 △2,183 

長期借入れによる収入 － 750 

長期借入金の返済による支出 △1,332 △1,704 

配当金の支払額 △748 △648 

利息の支払額 △24 △31 

その他 △82 △87 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,759 △777 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △97 △44 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,808 △2,999 

現金及び現金同等物の期首残高 21,082 23,762 

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,890 20,762 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

当社は、当社および当社グループ会社従業員の労働意欲の向上や従業員の経営参画意識を促し、かつ従業員の福

利厚生制度の拡充を目的とし、自社の株式を従業員に交付する制度である信託型の従業員インセンティブプラン

「株式付与ＥＳＯＰ信託」の導入をしております。

(1)取引の概要

本制度では、株式付与ＥＳＯＰ（Employee Stock Ownership Plan）信託（以下、「ＥＳＯＰ信託」）と称さ

れる仕組みを採用します。ＥＳＯＰ信託とは、米国のＥＳＯＰ制度を参考にした従業員インセンティブプランで

あり、ＥＳＯＰ信託が取得した株式を、予め定める株式交付規程に基づき、一定の要件を満たした従業員に対し

交付するものであります。

本制度に係る会計処理については「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）を適用しております。

 

(2)信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額は、前連結会計年度88百万円、当第２四半期連結会計期間86

百万円であり、期末株式数は、前連結会計年度96,509株、当第２四半期連結会計期間94,447株であります。

 

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注） 

 
建設関連 
製品事業 

自動車関連 
製品事業 

その他の 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への 

売上高 
25,280 5,121 402 30,803 － 30,803 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － 

計 25,280 5,121 402 30,803 － 30,803 

セグメント利益又は
損失（△） 

2,103 353 △67 2,390 － 2,390 

（注） セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

          （単位：百万円） 

 

報告セグメント

調整額 合計
建設関連
製品事業

自動車関連
製品事業

その他の
事業

計

減損損失 － 259 － 259 － 259

（注） 「自動車関連製品事業」に係る減損損失259百万円は四半期連結損益計算書上、「工場閉鎖損失」に含まれて

おります。

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注） 

 
建設関連 
製品事業 

自動車関連 
製品事業 

その他の 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への 

売上高 
26,245 4,544 1,031 31,821 － 31,821 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － 

計 26,245 4,544 1,031 31,821 － 31,821 

セグメント利益 2,404 81 20 2,506 － 2,506 

（注） セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動） 

第１四半期連結会計期間において、㈱河原の全株式を取得し連結の範囲に含めたことに伴い、その他の事業セグ

メントにおいてのれん2,590百万円が発生しております。 
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